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Ⅰ 調査の概要



現在，大学の教養教育については，平成３年の大学

設置基準の大綱化（一般教育科目，専門教育科目等の

科目区分の廃止を含む。）に伴い，各大学において，そ

の教育理念に基づく教育課程の編成，教育方法及び履

修指導など，主体的に工夫・改善の努力がなされてい

る。また，社会が高度化・複雑化する中で，社会全体

としても教養及び基礎的な学力の重要性が改めて指摘

されており，大学における新たな教養教育の在り方を

考慮した教育の推進が求められている。

このような社会的ニーズや大学におけるこれまでの

取組を踏まえ，全学テーマ別評価「教養教育」では，

学部段階の教養教育（大学設置基準に示されている

「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人

間性を涵養する」ための教育）について評価を行うこ

ととした。この評価では，各大学が設定した教養教育

の目的及び目標を実現するための取組状況及びその達

成状況等について，大学の自己評価に基づく評価を実

施することとしている。

今回の実状調査は，この教養教育をテーマとする全

学テーマ別評価について，教養教育の内容が幅広く，

大学によって多様であることなどから，評価を適切に

実施するための準備として，全国立大学（大学院のみ

を置く大学及び短期大学を除く95大学）の教養教育に

関する実状を把握する目的で実施したものである。

本実状調査では，各大学における教養教育のとらえ

方，教養教育の目的及び目標，目的及び目標を達成す

るための取組の状況，教養教育の変遷と今後の方向性

等について調査したが，特に，評価の前提として重要

な教養教育のとらえ方（学部段階（学士課程）教育に

おける位置付けを含む）や目的及び目標の設定状況を

知ること，その達成のために大学全体としてどのよう

な取組が実施されているのかを知ることを調査の重点

とした。また，本実状調査の結果を公表することによ

って，社会や大学等に対して各大学の教養教育に対す

る全体的な取組状況等を分かりやすく示すことを意図

している。

なお，この調査の結果等を踏まえ，評価の具体的な

評価項目や内容・方法について検討し，平成１３年度

着手分の評価のスケジュールにあわせて評価を実施す

る。

実状調査は，以下に挙げる項目で行った。

１　対象機関の概要

２　教養教育に関するとらえ方

３　教養教育の目的及び目標

４　教養教育に関する取組

（1） 実施体制

（2） 教育課程の編成及び履修状況

（3） 教育方法

５　変遷及び今後の方向

○各調査項目の内容

１　対象機関の概要

大学の現況及び沿革についての基本事項について調

査した。

この項目は，各大学の所在地，設立年，学部構成，

学生数及び教員数等の基本事項及び大学の特徴につい

ての把握を意図したものである。

２　教養教育に関するとらえ方

教養教育とは何か，そしてそれをどのように実施す

るのかについては，法令上で一律に規定されているわ

けではなく，また，必ずしも教養教育に当たる教育が，

教養科目といった用語のもとに実施されているわけで

もないことから，この調査では，まず，各大学の教養

教育に関するとらえ方について調査した。

教養教育に関するとらえ方については，教養教育と

専門教育を対置する考え方，教養教育と専門教育を対

置せず有機的に連携させる考え方，学部教育を教養教

育とする考え方など様々な考え方があるが，ここでは，

各大学で，学部段階（学士課程）の教育の中で教養教

育をどのようにとらえ，位置付けているのか，教養教

育と専門教育の関連性をどのようにとらえているかな

どについて，教養教育と授業科目区分の関係を含め，

把握することを意図したものである。

３　教養教育の目的及び目標

各大学の教養教育の目的及び目標について調査した。

評価では，大学における教養教育の目的及び目標が，

大学の設置の趣旨，歴史や伝統，規模や資源などの人

的あるいは物的条件，地理的条件，さらには将来計画

等を踏まえて，明確かつ具体的に設定されていること

が前提となる。

この項目は，各大学における教養教育に関する目的

及び目標の設定状況を把握することを意図したもので

ある。
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４　教養教育に関する取組

各大学の教養教育に関する実施体制，教育課程の編

成，教育方法等の取組状況について調査した。

この項目は，各大学で，教養教育の目的及び目標を達

成するために，どのような取組を実施し，それがどのよ

うな状況であるか把握することを意図したものである。

（1） 実施体制

教養教育の実施体制について，運営組織及びその活

動内容，また学生による授業評価やファカルティ・デ

ィベロップメント等の授業改善の諸施策の実施状況等

を調査した。

この項目は，各大学で教養教育がどのような体制の

もとで実施されているかについて，運営組織及びその

活動内容を把握するとともに，現在各大学で行われて

いる学生による授業評価やファカルティ・ディベロッ

プメント等の授業改善の諸施策の実施状況等について

も把握することを意図したものである。

（2）教育課程の編成及び履修状況

教養教育に関する教育課程の編成について，その基

本方針や特色，授業科目の区分の内容及び履修状況等

を調査した。

この項目は，各大学で，教養教育に関する教育課程

について，どのような基本方針を立て，どのような授

業科目の区分を設けているか，その内容はどのような

ものであるか，また，その授業科目の区分ごとの履修

状況の概略，特徴などについて把握することを意図し

たものである。

なお，学生の学力の多様化に関しての，全学規模で

の対応状況についても把握することを意図した。

（3）教育方法

教養教育の教育方法について，その基本方針や具体

的な施策の実施状況を調査した。

この項目は，各大学で教養教育の教育方法について，

どのような基本方針を立て，どのような施策を実施し

ているか，特に，授業形態，学習指導法，学習環境，

成績評価法について把握することを意図したものである。

５　変遷及び今後の方向

各大学の教養教育の変遷の概要及び各大学が考える

教養教育の今後の方向性等について調査した。

この項目は，各大学での教養教育に関するとらえ方，

目的及び目標，実施体制，教育課程の編成等について

の変遷及び各大学が考える今後の方向性等について大

学が特に重視している点を把握することを意図したも

のである。

調査は，平成13年１月に，前述の調査目的及び調査

内容を記した『実状調査実施要項　全学テーマ別評価

「教養教育」（平成12年度着手分）』及び具体的な調査

事項を記した「実状調査票」を対象大学に通知し，「実

状調査票」に添付した「実状調査回答票」に回答を記

入して提出を求める形で実施した。

提出期限は平成13年５月末日としたが，当日までに

75件の回答があり，６月５日までに，対象の95大学す

べてから回答があった。

提出された回答は，大学評価・学位授与機構の「大

学評価委員会」のもとに置かれた全学テーマ別評価の

「教養教育に関する専門委員会」により分析及び整理が

行われ，６月から８月にかけて数回の審議の後，大学

評価委員会の審議を経て，実状調査報告書として公表

されるに至った。
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